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平
成
24
年
9
月
9
日(

日)

、
静
岡

の
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
第
48
回
全
国
校

友
静
岡
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

柏
地
域
支
部
か
ら
は
宇
都
宮
支
部
長
、

猪
瀬
前
千
葉
県
西
部
支
部
長
、
柴
田

の
３
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

式
は
静
岡
出
身
で
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
サ
ッ
カ
ー
代
表
の
杉
山
隆
一
氏

に
よ
る
大
会
旗
入
場
で
始
ま
り
、
向
殿

政
男
会
長
、
日
高
憲
三
理
事
長
か
ら
開

催
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

来
賓
を
代
表
し
て
川
勝
平
太
静
岡

県
知
事
は
駿
河
台
と
い
う
地
名
よ
り
、

静
岡
と
本
学
の
繋
が
り
を
説
か
れ
、
田

辺
信
宏
静
岡
市
長
は
日
ご
ろ
の
市
政

協
力
に
対
す
る
感
謝
の
挨
拶
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

記
念
講
演
は
徳
川
宗
家
18
代
当
主
、

徳
川
恒
孝
氏
を
お
招
き
し
て
「
江
戸
の

遺
伝
子 

今
こ
そ
見
直
さ
れ
る
べ
き

日
本
人
の
知
恵
」
と
題
す
る
自
然
保

護
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
の
全
国
大
会
は
10
月
5
日

に
大
分
で
開
か
れ
ま
す
。「
村
山
富
市

元
首
相
の
目
の
黒
い
う
ち
に
大
会
旗

を
大
分
に
…
」
と
い
う
心
意
気
に
よ

り
決
定
し
ま
し
た
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
近
隣
の
地
域
支
部

に
比
べ
て
、
柏
地
域
か
ら
全
国
大
会
へ

参
加
す
る
人
の
数
が
少
な
い
よ
う
で

す
。
次
回
開
催
地
は
温
泉
め
ぐ
り
な
ど
、

観
光
の
名
所
で
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
出

席
お
願
い
し
ま
す
。 

（
柴
田
良
子
） 

                 
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
の
竣
工
を
記
念

し
て
始
め
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

も
今
年
は
15
年
目
の
節
目
の
年
と
な

り
、
ま
さ
に
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
晴
れ

の
10
月
21
日
に
駿
河
台
校
舎
に
於

い
て
式
典
な
ら
び
に
種
々
の
催
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
昭
和
27
・

37
・
47
・
57
年
、
平
成
4
・
14
年

度
に
卒
業
さ
れ
た
方
々
が
招
待
の
対

象
と
な
り
、
当
日
は
千
五
百
人
を
超
え

る
卒
業
生
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

午
前
十
時
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー

ル
に
於
い
て
式
典
が
行
わ
れ
、
会
場

は
大
勢
の
卒
業
生
や
そ
の
関
係
者
で

あ
ふ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
ま
ず

理
事
長
・
学
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
3
年

連
続
で
受
験
者
数
が
全
国
一
位
と
い

う
大
変
な
栄
誉
を
頂
い
た
が
、
こ
の

こ
と
に
満
足
せ
ず
、
将
来
を
見
据
え

て
新
校
舎
の
建
設
や
新
し
い
学
部
の

創
設
を
行
い
、
世
界
に
向
け
て
我
が

明
治
大
学
を
発
信
す
る
べ
く
惜
し
み

な
い
努
力
を
す
る
と
い
う
心
強
い
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
卒
業
生
を
代
表
し
て
作
曲

家
の
甲
斐
靖
文
氏
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏

者
の
寺
沢
ひ
ろ
み
さ
ん
、
ロ
ン
ド
ン

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
の
金
メ
ダ
リ

ス
ト
秋
山
さ
ん
ら
に
よ
る
お
祝
い
や

お
礼
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
の
最
後
は
肩
を
組
み
な
が
ら
全

員
で
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。
こ
の

と
き
は
本
当
に
明
大
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る

全
国
校
友
静
岡
大
会 

 

第
十
五
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

昭和37年商卒 

寒川博行 
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こ
と
の
幸
福
感
で
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。 

式
典
終
了
後
、
我
々
ク
ラ
ス
メ
ー

ト(
商
学
部
６
組)

十
数
人
は
新
御
茶

ノ
水
ビ
ル
21
階
の
中
国
飯
店
に
て
眼

下
に
映
る
母
校
を
眺
め
な
が
ら
何
十

年
ぶ
り
か
の
再
会
を
喜
び
、
十
年
後

の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
の
再
々

会
を
誓
い
ま
し
た
。 

懇
談
会
後
に
訪
れ
た
九
十
周
年
を

迎
え
た
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
の
生
演

奏
会
は
極
め
て
迫
力
あ
る
も
の
で
し

た
。
母
校
を
後
に
し
な
が
ら
、
本
当

に
何
年
ぶ
り
か
の
充
実
し
た
一
日
を

過
ご
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、

改
め
て
関
係
者
の
皆
様
に
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

昭
和
37
年
商
学
部
卒 

寒
川
博
行 

           

     

私
は
学
生
時
代
、
演
劇
部
に
在
籍

し
、
主
に
制
作
演
出
を
担
当
し
て
お

り
ま
し
た
。
夏
休
み
に
な
る
と
、
総

勢
30
数
人
の
部
員
た
ち
で
地
方
公
演

に
も
行
き
ま
し
た
。 

青
函
連
絡
船
に
乗
っ
て
、
北
海
道

の
襟
裳
岬
近
く
の
幌
泉
町
を
訪
ね
た

時
に
は
、
町
の
映
画
館
が
一
日
映
画

の
上
映
を
休
ん
で
、
舞
台
と
し
て
使

わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

そ
の
時
の
映
画
が
『
明
治
天
皇
と
日

露
戦
争
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た

こ
と
を
、
何
故
か
今
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
お
り
ま
す
。 

新
潟
港
か
ら
小
さ
な
船
に
何
時
間

も
揺
ら
れ
て
い
っ
た
佐
渡
島
の
赤
泊

で
は
、
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
と

い
う
人
力
の
廻
り
舞
台
が
あ
る
古
い

劇
場
で
、
民
話
『
鶴
の
恩
返
し
』
を

元
に
し
た
木
下
順
二
の
戯
曲
『
夕
鶴
』

を
上
演
し
た
と
こ
ろ
、
町
中
の
人
が

こ
ぞ
っ
て
見
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
テ
レ
ビ
の
時
代
で
は

な
く
、
娯
楽
も
少
な
か
っ
た
た
め
で

し
ょ
う
。
学
生
演
劇
で
も
結
構
な
人

気
で
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
歓
待
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
ん
な
な
か
で
も
、
一
番
の
思
い

出
と
な
っ
て
い
る
公
演
は
、
昭
和
32

年
に
柏
市
の
教
育
委
員
会
の
後
援
で

実
現
し
た
、
柏
第
一
中
学
の
講
堂
を

お
借
り
し
て
の
公
演
で
す
。 

大
学
で
は
、
ろ
く
に
勉
強
も
せ
ず
、

舞
台
作
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
ド

ラ
息
子
の
私
に
飽
き
れ
て
い
た
両
親

と
姉
妹
た
ち
に
、
自
分
と
仲
間
た
ち

で
作
り
上
げ
た
芝
居
を
見
せ
る
こ
と

が
で
き
て
故
郷
に
錦
を
飾
れ
た
、
と

言
っ
た
ら
大
げ
さ
で
す
が
、
さ
さ
や

か
な
誇
り
と
満
足
感
が
感
じ
ら
れ
た

瞬
間
で
し
た
。 

柏
公
演
の
際
に
は
、
明
治
校
友
会

柏
支
部
の
方
々
に
、
大
変
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
岡
田
病
院
の
事
務

長
で
あ
っ
た
山
田
先
輩
や
、
昨
年
急

遽
さ
れ
た
山
澤
先
輩
…
た
く
さ
ん
の

先
輩
た
ち
の
ご
厚
意
と
お
力
添
え
は
、

今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

白
雲
な
び
く
駿
河
台
の
学
生
で
あ

っ
た
頃
に
得
た
、
か
け
が
え
の
な
い
出

会
い
と
絆
…
そ
れ
が
、
私
の
人
生
の
原

点
で
あ
り
、
支
え
で
も
あ
っ
た
の
だ
と

強
く
思
う
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

昭
和
33
年
商
学
部
卒 

永
井
康
雄 

  

残
暑
厳
し
い
8
月

26
日
、
高
柳
の
丸
八

観
光
果
樹
園
で
「
梨
狩

り
家
族
大
会
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
本
会
会
員
で
果
樹
園
の

オ
ー
ナ
ー
で
も
あ
る
渡
来
様
の
ご
厚

意
に
よ
る
企
画
で
す
。 

梨
の
種
類
は
8
月
下
旬
が
最
盛
期

の
幸
水
で
し
た
。
梨
は
ち
ょ
う
ど
手

に
届
く
高
さ
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
て
、

少
し
上
に
持
ち
上
げ
る
と
簡
単
に
外

れ
ま
す
。
参
加
者
は
お
孫
さ
ん
を
含

む
家
族
連
れ
、
御
夫
婦
、
お
ひ
と
り

様
合
わ
せ
て
13
組
30
人
の
に
ぎ
や

か
な
顔
ぶ
れ
で
し
た
。
み
な
袋
い
っ

ぱ
い
梨
を
詰
め
込
み
ま
し
た
。 

採
り
終
え
た
あ
と
、
庭
の
木
陰
で

焼
き
そ
ば
や
焼
き
肉
を
頂
き
ま
し
た
。

荒
木
幹
事
か
ら
朝
採
り
の
き
ゅ
う

り
・
し
ょ
う
が
・
ト
マ
ト
の
差
し
入

れ
が
あ
り
、
ビ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ス
と

と
も
に
井
戸
水
で
冷
や
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た

学
生
時
代
の
思
い
出 

梨
狩
り
家
族
大
会 

昭 和 ２ ９

年政経卒 

駒田泳三 

昭 和 ２ ９

年政経卒 

駒田泳三 

昭和33年商卒 

永井康雄 
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と
こ
ろ
で
、
梨
の
皮
む
き
、
梨
カ
ッ

ト
目
方
当
て
競
争
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

          

近
く
の
果
樹
の
下
に
は
数
羽
の
ガ

チ
ョ
ウ
が
果
樹
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

ほ
か
に
金
鶏
と
同
じ
柵
に
ヤ
ギ
が
い

て
、
隣
の
柵
に
は
七
面
鳥
、
そ
の
隣

に
は
孔
雀
と
、
豪
快
な
顔
ぶ
れ
が
揃

っ
て
い
ま
し
た
。
柏
で
ヤ
ギ
や
孔
雀

を
飼
っ
て
い
る
人
は
そ
う
多
く
は
な

い
と
思
い
ま
す
。 

梨
狩
り
も
楽
し
か
っ
た
で
す
が
、

子
供
の
こ
ろ
の
経
験
が
、
こ
ん
な
近

く
で
今
も
体
験
で
き
る
こ
と
に
感
激

し
ま
し
た
。
事
業
委
員
会
の
皆
様
、

食
事
や
飲
み
物
を
準
備
し
て
頂
い
た

荒
木
・
石
原
両
幹
事
、
懸
賞
付
き
イ

ベ
ン
ト
を
担
当
さ
れ
た
山
田
研
一
夫

妻
に
感
謝
し
ま
す
。 

(

山
田 

秋
彦) 

  

10
月
27
日
「
大
堀
川
の
水
辺
を
き

れ
い
に
す
る
会
」
主
催
の
大
堀
川
の

清
掃
に
、
宇
都
宮
、
駒
田
、
加
茂
、

須
藤
、
榎
本
、
植
田
、
伊
東
、
桜
田
、

竹
之
内
の
9
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

集
合
場
所
の
高
田
緑
地
に
は
、
270

人
近
く
が
集
ま
り
班
ご
と
に
分
か
れ

て
、
我
が
支
部
は
4
班
に
入
り
、
堤

防
の
ご
み
拾
い
を
し
ま
し
た
。
ご
み

拾
い
の
後
、
お
握
り
・
ソ
ー
セ
イ
ジ

が
配
ら
れ
、
発
足
15
年
と
い
う
こ
と

で
、
中
学
生
の
演
奏
会
、
和
太
鼓
の

演
奏
が
あ
り
、
参
加
し
た
人
は
皆
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
が
あ
り
、
参
加
し
た
会
員

の
う
ち
数
人
が

景
品
の
野
菜
を

ゲ
ッ
ト
し
、
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。 

初
参
加
で
し

た
が
、
次
回
は
も

う
少
し
多
く
の

会
員
の
参
加
が

あ
れ
ば
良
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

（
竹
之
内 

明
） 

 

                

11
月
7
日(

水)

、明
治
大
学
校
友
会 

柏
・
流
山
・
我
孫
子
支
部
の
第
一
回
合

同
ゴ
ル
フ
大
会
が
紫
カ
ン
ト
リ
ー
あ

や
め
コ
ー
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
よ
り
我
孫
子
地
域
支
部
が
加

わ
り
、
参
加
者
35
名
の
大
勢
と
な
り

ま
し
た
。
成
績
は
、
我
孫
子
の
梅
田

勇
夫
さ
ん
が
優
勝
、
第
2
位
も
我
孫

子
の
都
築
日
出
元
さ
ん
、
第
3
位
中

島
茂
さ
ん
（
柏
）
で
し
た
。 

次
回
は
今
年
6
月
に
開
催
し
ま

す
。
是
非
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

 
(

加
茂 

治
男) 

   

私
達
が
勉
強
し
て
い
る
漢
詩
か
ら
新

春
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 

宝 

船 
 

 

藤
野

ふ

じ

の

君
山

く
ん
ざ
ん 

寿
海
波
平
紅
旭
鮮 

遥
看
宝
字
錦
帆
懸 

同
乗
七
福
皆
含
笑 

知
是
金
銀
珠
玉
船 

寿
じ
ゅ

海
か
い

波

平

な
み
た
い
ら

か
に
し
て
紅

旭

こ
う
き
ょ
く

鮮
あ
ざ
や
か

な
り 

遥
は
る
か

に
看み

る
宝
字

ほ

う

じ

錦
帆

き
ん
ぱ
ん

の
懸か

か

る
を 

同

乗

ど
う
じ
ょ
う

の

七
福

し
ち
ふ
く

皆み
な

笑わ
ら

い

を

含ふ
く

む 

知し

る

是こ
れ

れ

金
銀

き
ん
ぎ
ん

珠

玉

し
ゅ
ぎ
ょ
く

の

船ふ
ね 

【
作
者
紹
介
】
１
８
６
３
年
愛
媛
県
生

ま
れ
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
漢
学
者

で
詩
歌
、
俳
吟
、
書
画
に
も
秀
で
た
。 

【
語
釈
】
寿
海
―
縁
起
の
よ
い
、
幸
多

き
海
。
紅
旭
―
朝
日
。
錦
帆
―
錦
の
帆
。 

宝
字
―
宝
船
の
帆
に
宝
の
字
が
表
れ
て

い
る
。
七
福
―
恵
比
寿
、
大
黒
、
毘
沙

門
、
弁
財
天
、
布
袋
、
福
禄
寿
、
寿
老
人
。 

今
年
か
ら
私
達
と
共
に
詩
吟
を
勉

強
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は 

☎
０
９
０-

１
４
０
４-

１
１
３
８
（
植
田) 

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

大
堀
川
清
掃
参
加 

ゴ

ル

フ

大

会

  

柏

明

吟

研

会
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12
月
2
日
国
立
競
技
場
で
ラ
グ
ビ

ー
明
早
戦
が
行
わ
れ
、
明
治
が
33-

32

の
劇
的
な
逆
転
勝
ち
を
収
め
ま
し
た
。 

明
早
戦
は
100
回
目
を
迎
え
た
一
戦

で
例
年
よ
り
観
客
が
多
く
、
神
宮
の
杜

に
明
大
校
歌
が
例
年
以
上
に
大
き
く

こ
だ
ま
し
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
明
早
戦

観
戦
の
醍
醐
味
で
す
。 

前
半
は
明
治
が
最
初
に
ト
ラ
イ
を

決
め
る
な
ど
、
優
勢
に
試
合
を
進
め

19-

13
で
折
り
返
し
ま
し
た
。
し
か

し
後
半
に
入
っ
て
、
早
稲
田
に
立
て

続
け
に
ト
ラ
イ
を
許
し
19-

32
と
逆

転
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
誰
も
が

今
年
も
又
だ
め
か
と
思
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。 

と
こ
ろ
が
、
26
分
過
ぎ
か
ら
伝
統

の
明
治
の
フ
ォ
ワ
ー
ド
が
元
気
を
取

り
戻
し
、
ス
ク
ラ
ム
攻
勢
か
ら
認
定
ト

ラ
イ
を
と
り
、
26-

32
と
ワ
ン
ト
ラ

イ
で
逆
転
可
能
な
6
点
差
ま
で
追
い

上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
で
明
治
の
選
手
も

観
客
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
同
時
に

早
稲
田
は
防
戦
一
方
に
な
り
、
ロ
ス
タ

イ
ム
で
奇
跡
の
ト
ラ
イ
、
ゴ
ー
ル
も
決

め
て
、
一
点
差
で
逆
転
し
ま
し
た
。 

本
当
に
今
年
の
明
早
戦
は
伝
統
に

ふ
さ
わ
し
い
一
戦
で
し
た
。 

（
観
戦
記 

古
江
栄
一
） 

          
●
常
設
委
員
会
の
人
員
構
成 

柏
地
域
支
部
は
総
務
・
事
業
・
組
織

強
化
・
情
報
の
常
設
四
委
員
会
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
委
員
会
の
担
当
幹

事
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

（
総
務
）
浅
野
富
美
代
、
山
田
研
一
、

神
野
美
明
、
中
川
純
子
、
伊
東
忠
雄
、

小
倉
孝
之
、(

事
業)

植
田
宗
康
、
勝
俣

清
三
、
吾
郷
春
男
、
古
江
栄
一
、
植
松

敏
有
、
荒
木
康
生
、
染
谷
清
高
、
（
組

織
強
化
）
寒
川
博
行
、
石
原
敏
和
、
山

田
浩
三
、
奥
谷
邦
啓
、
佐
藤
史
郎
、
斎

藤
篤
、(

情
報)

山
田
秋
彦
、
片
倉
慶
孝
、

羽
仁
久
人
、
小
川
功 

●
新
入
会
員
の
紹
介 

今
年
、
新
た
に
入
会
さ
れ
た
3
名

の
方
を
紹
介
し
ま
す
。 

昭
和
34
年
政
卒 

木
下 

訥
良
さ
ん 

昭
和
49
年
文
卒 

村
田 

行
成
さ
ん 

平
成
5
年
商
卒 

高
橋 

亨
さ
ん 

●
創
立
10
周
年
記
念
式
典
の
開
催 

柏
地
域
支
部
は
平
成
15
年
8
月

4
日
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
創
立
10

周
年
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
25

年
5
月
19
日
（
日
）
に
開
催
す
る
第

11
回
定
時
総
会
に
併
せ
て
同
日
に
創

立
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
式
典
・
懇
親
会

に
は
催
し
物
を
企
画
し
、
全
会
員
に

記
念
品
を
用
意
し
ま
す
。
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
後
日
会
員
の
皆
様
に

連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
出

席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

(

創
立
10
周
年
記
念
委
員
会)  

 ●
詩
吟
倶
楽
部
「
柏
明
吟
研
会
」 

毎
月
第
3
木
曜
日
午
後
6
時
か
ら

2

時
間
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
で
勉
強
中 

☎(

０
９
０)

１
４
０
４
‐
１
１
３
８(

植
田) 

●
新
春
の
集
い 

1
月
27
日(

日)

麗
宮
飯
店
で
開
催, 

 

会
費
五
千
円
（
女
性
は
四
千
円
） 

☎(

０
４
）
７
１
３
１
‐
３
０
８
０(

竹
之
内) 

●
柏
支
部
総
会 

5
月
19
日(

日)
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ

テ
ル
柏
、
懇
親
会
費
六
千
円
（
年
会
費

三
千
円
も
お
支
払
い
お
願
い
し
ま
す
。） 

☎(

０
４
）
７
１
３
１
‐
３
０
８
０(

竹
之
内) 

●
ゴ
ル
フ
大
会 

春
秋
2
回
、
次
回
は
6
月
の
予
定 

☎(

０
４
）
７
１
３
１
‐
３
４
０
６(

加
茂) 

○
寶
井
講
談
修
羅
場
塾 

6
月
8
日(

土)

お
江
戸
日
本
橋

亭(

日
本
橋
三
越
前) 

木
戸
銭
無
料 

☎(

０
４
）
７
１
６
４
‐
０
６
１
０(

佐
々
木) 

■
千
葉
県
西
部
支
部
総
会 

6
月
23
日(

日
）、三
井
ガ
ー
デ
ン

ホ
テ
ル
柏
に
て
開
催 

今
年
は
柏
地
域
支
部
が
当
番
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

☎(

０
４
）
７
１
７
３
‐
７
３
０
１(

宇
都
宮)  

■
全
国
校
友
大
分
大
会 

10
月
5
日(

土)

、
別
府
ビ
ー
コ

ン
プ
ラ
ザ
に
て
開
催 

☎(

０
４
）
７
１
７
３
‐
７
３
０
１(

宇
都
宮) 

●
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会 

12
月

1
日(

日)

、
柏
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催(

柏
・
我

孫
子
・
流
山
の
共
催
事
業
で
す) 

☎(

０
９
０)

１
４
０
４
‐
１
１
３
８(

植
田) 

 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上位組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・観戦   

委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ 

明 

早 

ラ 

グ 

ビ
ー  

劇
的
な
逆
転
勝
利 

 

編
集
後
記 

本
会
会
員
の
桜
田
義
孝
さ
ん
は

昨
年
12
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で 

返
り
咲
き
を
果
た
し
ま
し
た
。 

当
選
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 


